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地域の関係者

【住まい・住環境】

自宅に住み続けられる。等

【食生活】

食事の調達と用意を自分で

「住まい」

�これらのうち、「在宅医療・介護」「支え合い」について

優先的・重点的に取り組む

地域包括支援センター ケアマネジャーケアマネジャーケアマネジャーケアマネジャーケアマネジャーケアマネジャーケアマネジャーケアマネジャー 介護施設

・インフォーマル

サービスの調整

入所の受入れ

・連携

サービス調整

小牧市における、在宅医療・介護、支え合いの仕組み（イメージ）小牧市における、在宅医療・介護、支え合いの仕組み（イメージ）小牧市における、在宅医療・介護、支え合いの仕組み（イメージ）小牧市における、在宅医療・介護、支え合いの仕組み（イメージ）

・・・・・・

関係する

主な担い手が

集まって議論

高

【医療】

病気になっても自宅で

医療を受けられる。

自宅で最期を迎えること

ができる。 等

医療サービス

提供施設

専

【介護】

介護サービスを利用

しながら地域での

生活を続けることが

できる。等

福祉サービス

提供施設

専

�「10年後の小牧市における高齢者の生活イメージ」として20の将来像を共有し、それぞれ実現に向けた課題を議論
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10年後の

生活イメージ

（将来像）

その実現に

向けた取組

高齢者福祉医療

戦略会議

行うことができる。等

【経済面】

自分の生活を支えることの

できる蓄えと収入がある。

集合

住宅 戸建て

福祉サービス

提供施設

【移動・交通】

誰かが目的地へ連れて行って

くれる。 等

介護事業者

・ホームヘルプ

・訪問リハビリ

・訪問入浴など

家族

・入院時の受入

・検査の実施

・専門的助言

・訪問診療

・訪問看護

地域

(地域福祉推進基礎組織)

民生委員

ボランティア

サービスの調整

・元気づけ(見守り)

・手伝い(生活支援)

後

方

支

援

病

院

(

市

民

病

院

等

)

在宅高齢者

訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ

在宅医療機関

訪問調剤薬局

・連携

・情報共有

・連携

・情報共有
・調剤

・配達

・連携

・情報共有

退院

調整

介護

医師会等市

ケアマネ連絡会

介護事業所連絡会

・普及啓発

・情報提供

・相談対応（下記3者以外に、個々の事業者、ケアマネ、訪看等も対応）

・連携、協力 ・情報共有 ・研修(勉強)

【生きがい・就労】

自分の趣味の

活動を 楽しんで

いる。 等

【支え合い】

地域の身近な人に

日常の作業をサポート

してもらえる。 等

専地 高

高・・・高齢者

専・・・専門職

地・・・地域住民

【今後】各関係者が担う役割を整理し、誰が、いつまでに、誰が、いつまでに、誰が、いつまでに、誰が、いつまでに、

何をするか何をするか何をするか何をするかを検討・整理

分野 施策 事業

本人・家族への在宅医療に関する啓発（ポスター・パンフレット等）

在宅医療従事者への在宅医療に関する研修

最期の迎え方とその準備に関する啓発（セミナー・冊子等）

在宅医療に関する情報整理

在宅医療に関する情報提供（ＨＰ・冊子等）

在宅医療相談窓口の設置

在宅当番医体制の構築

訪問看護との連携体制構築

訪問介護との連携体制構築

在宅看取り体制の構築

ボランティアの育成

地域でのサポート体制・受け皿の整備

ボランティア情報とりまとめ

ボランティア情報提供

地域外の事業者の情報提供

在宅医療に関する

啓発

在宅医療に関する

情報整理・提供

在宅医療提供体制

の整備

サポートの仕組み

づくり

支

え

合

い

在

宅

医

療

・

介

護

①市民 本人・①市民（本人・

家族）や従事者

への啓発

②患者増加

↓

従事者増加

③結果として

体制整備

事

例

の

増

加

【当面の進め方】

[10年後の小牧市]

高齢者が尊厳を持ち

地域で安心して

生活できる社会

[10年後の小牧市]

高齢者が尊厳を持ち

地域で安心して

生活できる社会

各自の担務を

それぞれ推進

進捗を共有

需

要

喚

起

※図は「在宅医療・介護」の場合


